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船体隅 肉溶接部の 静的強度に 関す る研究
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　　The　effect 　of 　inclined　angle 　on 　static 　strength 　of 　fillet　welded 　joint　for　inclined　hold　frame 　at 　forward
and 血 rward 　hold　is　s血 died．　in　this　＄tudy　no 皿 al　shear 　strength 　of 七he　inclined　mlet 　welded 　jo血 t　and
inclined　partial　penetrated　weldedjoint 　are 　mainly 　considered 　with　experi 皿 ental 　results 　and 　FEM 　analysis

results ．And 　the 　parallel 　shear 　strength 　of 　the 　inclined　welded 　joint　is　also 　discussed．

　　The　effect 　of　gap　depth　ofthe 丘11et　welded 　joint　is　quantitatively　discussed　and 　is　considered 　about

equivalency 　of 　the　effect 　of 　grooVing　corrosion 　of 　the　fillet　welded 　joint　for　the　parallel　shear 　strength 　of

fillet　welded 　joi皿 t．

κ砂 MordS：　Static　Strength，　Filiet　Welde〃 oint ，　lnclined　Angle，　Par加 〃 oint 　Penetration，　Gap，

1．緒　言

船舶 の 経年使用時 の 安全 性 を 確保す る た め に は、船体構

造部材 の 腐食衰耗 に よ る 強度低 下を 正 確 に 把握 し て お

く必 要 が あ り、現在 、孔 食 や 溝 食 に 関 す る 研 究 を行 っ て

い る
1 ｝一’5 ｝。腐食部材 の残 存強度 に 関連す る船体隅 肉溶

接部 の 基 本 的 な 静的 強 度 に 関 し、さ ら に研 究 を行 っ た 。

即 ち、バ ル クキ ャ リア の 船 首 側 や 船 尾 側 の ホール ドフ レ

ーム で は、ウ ェ ブ は傾斜 して 船側外板に 隅 肉溶接され る

こ とか ら、主 に、傾斜 した 隅 肉溶 接部の 静的 強 度 に 及 ぼ

す溶 接部 の 傾 斜 角 度 （θ〉、部 分溶 込 み 溶接や ギ ャ ッ プ の

影 響 につ い て検討 した 。 部分溶込 み溶接や ギ ャ ッ プに つ

い て は、直 角 に 取 り付 け られ た 隅 肉溶 接部 に 関 して 、多

くの 研 究
fi〕 7 ｝

が あ るが 、傾斜 した 隅 肉溶接継 手 に 関 し

て は あ ま りない よ うに思 わ れ る。尚、本報 で は、ウ ェ ブ

が横倒れ す る よ うな横方 向 応 力 が 作用 し 隅 肉溶接部 に

局 所 的 な せ ん 断 応 力 が 発 生 す る場 合 を想 定 し て 、特 に、
隅 肉溶接 継 手 の 静的強度 と して は、溶接線直角方 向 の せ

ん 断強度と溶接線方向の せ ん 断強度に 注 目 した。

2 ．溶接隷直角方向のせん 断強度

（1＞傾斜角度 の 影響

　Fig，1 に 示 すような、溶接金属の 純せ ん断試験片（Fig．1
（a ＞）と傾斜継 手 試 験 片 （Fig．1（b））を、外板（板厚 19mm ）、

ウェ ブ （板厚 13   厂 部（θ＝ 0
°

の 場合 ）20mm ）に そ れ ぞ

れ KA32 鋼板を用 い 手溶接（溶接材料 B17）で 製作 した 。
こ こに 、後者 で は傾斜継手 の 外板 ・ウェ ブをそ れ ぞ れ 冶

具に 固 定 し て 、溶接線 に 直角方 向 に 引 っ 張 る こ とに よ り

傾斜継手 の 溶接 ビ
ー

ドに せ ん 断 応力 を 発 生 させ た。試 験

は 室 温 で 行 っ た。前者 の 試験溶接 ビ
ー

ドの 傾斜角度 は

OD （直角）、・2ee （直角 よ り も小 さ くな る 方 向）、＋20
°

（直

角 よ り も大 き くな る方向）の 3 種類 と し た 。ま た 、後者の

傾斜角度は、−30e か ら＋30°まで の 範囲で 変化 させた。

＊　　（財） 日本海事 協会　技術研 究所

原 稿受理 　平 成 17年 3 月 10日
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Before　test After　test

Photo　l　Nominal 　Shear 　Test　Specimens

　 　 　 　 （Before　test　and 　After　test）

尚、試験溶接 ビードの 長 さ は 50mm 、の ど厚 は 4〜7mm

の 範囲（目標脚長 7mm 目標 の ど厚 5mm ）で あ る。
　Photo　1 に 示 す よ うに、傾 斜継手 は、傾斜角度が ＋ 、
一に 拘わ らず、負 荷 と 反対 側の 溶接 ヒ

 
ドで 破断 した、

こ の 時 に 最大荷重 に 達 した。溶接金属の 純せ ん断強度 は、

Fig．2 に 示 す よ う に、−20 °

か ら＋ 20
°

の 範囲 で 300 〜

360MPa （平均 340MPa ）で あ っ た。尚、隅肉溶接継手 の

引張強度（溶接の ど厚 で 破断 〉は 430−550MPa （平 均 480

MPa ）で あ る
1 ）。傾斜継 手 試験片（傾 斜 角度一30

°
か ら

＋30°

）で 得 られた溶接線直角方向せ ん 断強度 は、Fig．2

（1）に 示 す よ う に、溶 接 部 の 合 計 の ど厚 で 割 っ た 場 合 、

純せ ん 断強度の 約 1t2 か若干大きくな る こ と、また 、

Fig．2 （2）に 示 すよ うに 、負荷 と 反対側の 破断 した 溶 接 ビ

ー
ドの の ど厚で 割 っ た 場合、純 せ ん 断 強 度 程 度か 若干 大

きくなる こ と、また 、そ れ ぞ れ、傾 斜 角度 の 影響 を受 け

る こ と が 分か っ た。Fig．3 に FEM 解析モ デル を 示 す。
FEM 解 析 で は、ウ ェ ブ ：13mm 、の ど厚 ：5mm と し、2

次元弾塑 性 解析 で、解析 コ ード：MSC 　1　Marc 、要素： 2

次元平 面歪 4 節点四 辺 形 要 素 ，
ヤ ン グ率 ：205 ．8GPa ，降

伏 応 力 ：314MPa （母 材），加 工 硬化無 し と した。尚、溶 接

金 属の 降 伏応 力は 母材 と同 じ と した。また、溶接残留応

力．溶接変 形 に つ い て は考慮 して い な い 。Photo　1 に 示

した よ う に、試 験 で は 外 板 を 冶具 に 溶接 し て い る こ と か

ら、解析 モ デル で は外板の 周 りを拘束 し、ウ ェ ブの 負荷

部分に 分布荷 重 を か けた 。こ の 際 、こ の 負荷部分 の 節点

の x 方 向 変 位 が 等 し く な る よ う に 保持 し た 。Fig，4 に

FEM 解析結果を 示 す。こ の Fig．4 か ら明 らかなように、

溶 接 ビードに 局部的 な 曲 げ が 負荷 され た 場 合 に は、  負

荷 と反対側 の 溶接 ビード（溶接 ビード A と記す）で 大きな

引張応力が発生 す る こ と、  直角 に近 い ほ ど荷重 側 の
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溶接 ビード（溶 接 ビード B と記 す）の 相 当応 力が 大 き くな

りせ ん 断強度が大きくな る こ とが分か る．こ の   か ら

「溶接 ビード A で 純せ ん断強度に 達 した 時 に 溶接 ビー

ドは破 断 す る こ と」、ま た、  か ら 「傾 斜 角度 が 小 さ い

場合 に は、溶接 ビード A が 純せ ん 断強度 に 達す る時点 で

は 、溶接 ビード B の 相 当応 力 も大 き くな る こ とか ら溶 接

継手 の せ ん断強度 と して は 大 き くな る こ と」が 推 測 さ れ

る。さらに 、溶接の ど厚 （5mm ）他 は 同 じに して ウ ェ ブ板

厚 （20mm ）の み を 変 えた FEM 解 析 を 行 い 、結果を 比 較

した と こ ろ 「ウ ェ ブ板厚 13mm の 場合、ウ ェ ブ は 全 面

降 伏す る 前に 両側の 溶 接 ビ
ー

ドが 全 面 降伏 す る 時 の 荷

重は、ウ ェ ブ板厚 20mm の 場合 の ltl．8」 で あ る こ とが

分か っ た。こ の こ とか ら、ウ ェ ブ板厚 20mm の 試験で 得

られ た せ ん 断 強度（EXP （W20 ）○ ）を 111．8 倍 して ウ ェ ブ

板厚 13mm の 場合 を推 定 した 結果 を Fig，2 （1）中 に 示 し

た （Mod ．（W13 ） ◆ ）。ほ ぼ θ＝0
°

で の せ ん 断強 度 を 推

定 して い る こ とが 分 か る 。

（2）部 分 溶 込 み の 効 果

　傾斜継手で、角度の 大きい 方の 溶接 ビードに部分溶込

　　 ＋20（3）　　　　　−20（3）　　　＋20（6）　　−20（6）

（a ）PJPW ：3mm （b）PJPW ：6mm

Photo　2　 1nclined　Welded　Joints　of 　Partial　Joint
　　　　 Penetration　Weld （PJPW ）

14

2
　
　
　

　
∩

U
　
　
　
　

8

1　
　
　
　　
　　
1

（

EE
）
℃

器
』

＜
←

。

　
ρ

0
　
　
　

4
　
　
　
　

2

葺

ぎ
。

」

ぢ
田

‘

ト

0

1

OAbead　Fracture

● Web 　Fracture

…

…

1

1 1

：
1 ； 一206＞，

1
　　．

・0i

． ．

ヨ

1

3
…

1

1 レ

P 1 一

： 」 ＋ 02 （） 11

11
十 o

21
i

．

1clie lentai ．

1 … ；

0 　 5　　　　 10　　　 15

Total　Thraot　Length　（mm ）

Fig．5　Fracture　Mode 　Change　by　 relationship

　 　 between 　Thickness 　of 　Web 　Pla七e　and 　Tota】

　 　 Thickness　ofThroat 　ofFillet 　Weld

20

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Naval Architects and Ocean Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　and 　Ooean 　Engineers

184 日本造船海洋 工 学会論文集　第 1号

み 溶接 を行 っ た 場合 の 溶接線直角方 向せ ん 断強度特性

を調べ る た め に、Photo．2 に示 す よ う に、傾斜角度の 大

き い 方 の 溶接 ビー
ドに ウ ェ ブ板厚（13mm ）の 約 114 （：3

mm ），ま たは約 112（：6　mm ）の 溶込み 深さを 持つ 部分溶込

み の 傾斜継手 を 溶接 し剪断試験 を 行 っ た。試験片 は 、
Fig．1（b）に 示 した傾斜継 手試験片 と 同形 と した 。こ の 試

験 溶 接 継 手 は、同 じく、KA32 鋼 を 用 い て 手 溶 接 （溶 接 材

料 B17 ）で 溶 接 した。　Fig．5 に 示 す よ う に、合 計 の ど厚 が

ウ ェ ブ板 厚 （13mm ）よ り も小 さ い 場 合 は負 荷 と 反 対 側 の

溶接 ビード A （図 中 Abead）で、大 き い 場 合は ウ ェ ブで、
そ れぞれ破断す る こ と が 分 か っ た。こ こ に 、Fig．6 に

FEM 解析結果を 示 す。　 F　E　M 解析条件 は Fig．3 と 同 じ

で あ る。こ の Fig．6 か ら分かる よ うに 、ウェ ブ が 全面降

伏 し て い る と き に 、部 分 溶 け 込 み が 3mm の 継 手

σP：＋20（3＞）で は 溶接 ビード A が 全 面降伏 して い るの に

対 し、部 分 溶 込 み が 6mm の 継 手 （TP ：＋20 （6）〉で は 全 面 降

伏 して い な い。即 ち、ウ ェ ブ が 全面降伏す る 段階で 溶接

ビ
ー

ドA が全面降伏 して い る場合 に 「溶接ビ
ー

ド破断 」、
全 面 降 伏 して い な い 場 合 に 「ウ ェ ブ破 断 ］ とな る も の と

思 わ れ る。

（a）TP ：＋20（3）
　 PJPW ；3mm

（b）TP ：＋20（6）
　 PJPW ：6mm

Fig．6　Stress　Distribution　of 　PJPW 　by　FEM

　　 Analysis （PJPW 　3mm ，6mm ）

（3）ギ ヤ ツ プの 影 響

　傾斜継手 の ギャ ッ フ の 影響を調 べ る ために、傾斜角度

10D
，
15
°

の 傾斜継手（A ＋ 10G ，A ＋ 15G 試験片）に っ い て

面取 りを せ ず に 溶接 し剪断試 験 を 行 っ た 。A ＋ ユ0 試験片

はギ ャ ッ プ 無 し とす る た め に 面 取 り した 。試験片 は、
Fig．1（b＞に 示 した 傾斜継手試験片 と 同形 と した 。 こ の 試

験溶接継 手 は、同 じ く、KA32 鋼 を用 い 手 溶 接 （溶接材料

B17＞で 溶 接 した。　 Table　1 に 各 隅 肉溶接部 の 最 小 の ど厚

（MIN と 記 す ）と見 か け 上 ギ ャ ッ プが 無 い と した 場 合 の

の ど厚 （ST と記す）を、また、　 Photo 　3 に 各溶接継手 の 断

面 マ ク ロ 写 真 を そ れ ぞれ示 す。ギ ャ ッ プ が 大きい 場合

（A ＋ 15G ）は．溶接金 属 の
一一
部がギャ ッ プ 内に 入 り未溶着

部 は 小 さ くな っ て い る。Table　2 に、破断荷重（最大荷重

Pmax）及び最大荷重 を MIN また は ST で 割 っ た値 σ

max （MIN ），σ max （ST）を示 す、σ max （MIN ＞は、ギャ

ッ プが 有 る場 合 の 方が大 き く な っ て い る。こ れ は、各試

験 片 は溶接 ビードA の 未溶着部 か ら破断 したが、必ず し

も溶接 ビード A の MIN と 同 じ 断 面 で は 無 く 若干 傾 い た

面（Photo　2 中の 図の F）で あ っ た こ と によ る。σ max （ST）

は ギャ ッ プが ある 場合も、無 い 場合 と 同程度 とな っ た 。

今回の 実験結果で は、ギャ ッ ブ に よ る 傾斜継手 の せ ん 断

強度の 低下 は見 られ なか っ たが 、安全側を考 え る 場合 に

は、日本鋼船工 作法精 度基準 JSQS −19997 ｝
の

”

仕 上

げ ：部材の 隙間、板 と骨材 の 隙 間仕 上 げ、骨材 が 板 に斜

め に 取 付 く（開先 無）の 許容限界 は 3mm 以 下
“
を 用 い る

べ きか と 考 え る。

Table　l　 Measurements 　of 　Inclined　Welded　Joints

Web 　thickness ：

13mm ，
Web 　width ；

50mm

Table　2　Normal 　Shear 　Strength　of 　Inclined
Welded 　JointsPmax

　 　 σ max 　 MPaTPNo
．

1Angle
（
°

）

Gap
（mm ＞ （kN ） MlN （／A＋ 10） Sτ （／A ＋10）

A ＋ 10 10 一 63．5135 （1．00159 （1．00
A ＋ 10G 10　　2277 ．5183 （t35 ） 189 （1．19）
A ＋ 15G 15　 　3．473 ．51791 ．33） 158　1．00

Photo　3　 Sectiona1　VTiew　of 　lnclined　Welded　Joints

3 ．溶接線方向のせん 断強度

（1）傾斜角度の 影響

　溶接線方向と平行に 負荷 さ れ た 時 の せ ん 断強度 は、基

本 的 に 隅 肉溶 接 部 の 傾 斜 角 （θ ）に無 関 係 で あ る。ま た、

前報
D
で 示 した よ う に、両 側 の 溶 接 ビードの の ど厚 が 同

じ場合、溶接線方向の せ ん断強度は 両 側 の ど厚 の 全断 面

積 で 決 ま る。こ の こ とか ら、傾 斜 継 手 の 場 合 も、両 側 の

の ど厚 が 極端 に 違わ な けれ ば、溶接 線方向の せ ん 断強度

は、同 じ く両側 の ど厚 の 全断面積で 決 ま る と言え る。
　 こ こ で は、傾 斜 継 手 の 両 側 の の ど厚 を直 角 継 手 の の ど

厚（NO ）と 同 じに す る た め の 脚長の 計 算 式 を 検討 した。

  傾斜 角が ＋ 側 （溶 接 ビード A ＞の 場 合 に は、溶 接 ビ ード

A の の ど厚 は、そ の 溶 接 脚 長 を 直 角継手の 脚長 （LO）と 同

じに した 場合 、直角 継手 の の ど厚よ りも小 さ くな る。
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そ こ で 、こ の 傾斜 継手 の の ど厚 を直角継 手 の の ど厚 と 同

じに す る た め に は、幾 何 学 的 に、Fig．7 に 示 す よ う に、

脚 長 （L）を 式 （1）で 修 正 す る 。

　　 L ＝
（1 〃

−
2 〆sin （φ12））LO　−一一（／＞

こ こ に、LO は直 角 継 手 の 脚 長、φは π ！2 一θ。

式（1）か ら，L！LO は、θが 十 10
°

で 1．10、十 20
°

で 1．23
と計算 され る 。尚、式 （1）の 溶 接 脚 長 L を 用 い た 場 合 、1．0
の 場 合 よ り もの ど厚 が 増 加 す る分 、溶接 ビードA の 溶 接

線直角方 向 の せ ん断強度も若干 増加 す る こ と に な る。

  傾斜角 が一側（溶接 ビード B）の 脚長 を Le と した 場合

に は、逆 にの ど厚 は 若 干 増加 す る が 、直 角 継 手 の の ど厚

と 同 じな る 脚長を 求 め る に は、傾斜 角 が ＋側 と 同 様に、

式（1）を 用 い て 計 算 す る こ とが 出 来 る。式（1）か ら、LILO
は ，θが 一10 °で O．92、−20c で O．86 と 計 算 さ れ る 。

NO 〆L ＝cos （（π
一
φ）〆2） L

NO ；LO 　1寸2
　　　　 NO ノ

LO

ノ θ φ
ン

ノ
◆

○

ノ
◆

1L

　 LO （π
一
φ）！2

　　 Fig．7　1dea　of 　same 　length　of 　throat

　　　　　 thickness 　at 　Large　angle 　bead
　 　 　 　 　 of 　Inclined　Welded　Joint　 as 　that

　　　　　 of　Perpendicular　Welded　Joint

（2）部分溶込み の 影響

　 溶 接 線方 向の せ ん 断 強 度 に 及 ぼ す 部 分 溶 込 み の 効 果

を 調べ る た め に、Table　 3 に 示 す よ うな 溶込 み 深 さ を 持

っ 直角継 手 を 溶 接 し劈 断試 験 を行 っ た。試 験 片 の 全 形 は、
Fig．1（b）に 示 した 傾 斜 継 手 試 験 片 と 同 形 と した が、試験

部 の溶接 ビ
ー

ドは荷重方向 と 同じ方向 と した，，こ の 試験

溶 接 継 手 は、同 じ く、KA32 鋼 を 用 い て 手 溶接（溶 接 材料

B17 ）で 溶接 した u 部分溶 込 み 溶接継手 （API ，AP2 試験片）

及 び隅 肉溶接継手（AAO 試験片）とも、合計の ど厚 が ウ ェ

ブ 板 厚 よ りも 小 さ い （n1 ＋n2 ＜ 13mm ）。こ こ に 、　 nl ，n2

は 各 の ど厚．こ れ らの 試験 片 は、溶接 ビ
ー

ドで 破 断 し、

Table　3 に示 す よ うに 、溶接線方向せ ん断強度は、ほ ぼ

同程度 で あ っ た。即 ち，合計 の ど厚 が 同 じな ら ば 隅 肉溶

接 も部 分 溶込 み 溶接 も 同 じ 強度 で あ る こ と が 分 か る 、

（3）ギ ヤ ツ ブ の 影響

　溶 接 線 方 向の せ ん 断 強 度 に 及 ぼ す ギ ャ ッ プ の 影響を

調 べ る た め に、Tab 】e　 5 に 示 す よ う な ギ ャ ッ プ を 持っ 直

角継于を溶接 し剪断試験を行 っ た、、試験片 の 全形 は，
Fig，1（b＞に 示 した 傾斜XX　T・試験片 と 同 形 と し た が．試験

部 の 溶接 ビ
ー

ドは 荷重方向 と同 じ方向に した ．こ の 試 験

溶接継手 は、同 じ く、KA32 鋼 を 用 い て 手溶接（溶 接 材 料

B17）で 溶 接 した。　 Table　4 に 各溶接部 の ど 厚 を、ま た．
Photo　4 に溶 接 継 手 の 断 面 マ ク ロ 写 真 を そ れ ぞれ 示 す。
各 試 験片 は、両溶接 ビー

ドの ほ ぼ最 小 の ど厚（MIN ）部付

近 で 破 断 した 、，Table　 5 に 示 す よ う に、最 小 の ど厚 で の

溶 接 線方 向せ ん 断 強 度 σ max （MIN ）は、ギ ャ ッ プ 量 に 拘

わ らずギ ャ ッ プの 無 い 場 合 と 同 程度 で あ っ た が 、隅 肉溶

接部の 見 か け E の の ど厚で の 強度 σ max （ST＞は、ギ ャ ッ

プ 量 の 増加 と と もに 低下 した。こ こ に、σ max （ST）で

Table　4　 Measurementg ．　 of 　throat 　 of 　Welded　Jeints
　 of 　Fillet　Weld

Web 　 thickness ：

13mm ，
Web 　width ：

5∩mm

Table　5　Gap 　Effect　on 　Parallel　Shear 　Sしrength

ofWelded 　Joint　of　Fillet　Weld

　 ◎

Gap 　MIN ，
　F

　　　　　 ST
8　 　　 　 喜

Tab］e　3Parallel
　Shear　Strength　of 　Welded 　Joints　of 　Filleし

Weld 　and 　Partial　Joint　Penetration　Weld

 

Throat（mm ）TPNo
。 n1n2n1 ＋n2Pmax（kN）

σ max

（MPa ）

AP15 ．55 ．010 ．5154293
AP28 ，53 ．011 ．5165287
AAO4 ．54 ．59 ．0133296

　 　 　 　 　 　 　 　 WEB 　13t

・

疊
・

◎
　

ユ

 
鯉 AP2

nl 　 　 　 　 n2

 
AAO

Photo　4Sectional
　Views　ofWelded

Joints　of 　Fl1董et 　Weld　with

Gap
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考 えた 場合、日本鋼船 工 作法精度基準 JSQS −1gggT 〕
の
”

仕 上 げ ： 取 付 精度、取付時 の 隙間仕 上 げ の 標 準は 2mm

以下、許容限界は 3mm
“
は、隅肉溶接部 の ギャ ッ プが

無 い継 手 の強度よ り も 1〜2 割程度小 さい 継手強度 にな

っ て い る こ とが 想定さ れ る。

す る こ と も重 要で あ る。尚、Fig．9 に 示 すよ う に 、溶接

線 方 向 の せ ん 断 強 度 を 考え た 場 合、ギ ャ ッ プ が 有 る 場合

も溝状 腐食が有る 場合 と 同様、最 小 の ど厚 で決 ま る こ と

が 分か る 。

5．結　言

4。考 察

　船体構造部材 の 隅肉溶接部に は、溶接継手試験片 で の

負荷様式 と は 異な る負 荷 が掛 か り、複雑な 応力状態 に な

る こ とが 想定 さ れ る。Fig．8 に 示 すよ う に 、船首側や 船

尾 側の ホ ール ドフ レーム で は、ウェ ブが船側外板 に 対 し

て 傾 斜 して い る こ とか ら、水圧 に よ りウェ ブ が 横倒 れ す

る 方 向の 負 荷 成 分 が 発 生 す る こ とが 想 定 さ れ 、ま た 、こ

の 横 方向 の 負荷成分 に よ りウ ェ ブの 隅 肉溶接部 に 曲げ

モ
ー

メ ン トや 横方 向の せ ん 断 荷 重 が 負 荷 さ れ こ と に な

る。こ こ で 、周 りの 拘束条件や腐食衰耗の 進行 の 状態に

よ り、ウェ ブが 外 板 に 対 して 剛 体 的変 形 す る よ うな 状態

や 隅 肉溶 接 部 近 傍 の 外 板 の 曲げ変 形 が 拘束 さ れ る よ う

な 状態 で は、隅 肉溶接部 に 横方向の せ ん断荷 重 が 極端 に

負荷 さ れ る こ と に な る が、隅 肉溶接部の せ ん 断強度は、

最 悪 の 場 合、船 体中央部の 直角継 手 の 約 112に な る こ と

が予 想 さ れ る こ とから、最悪の 場合、溶接 ビー
ドの 破断

が 考え られ る。こ の 隅 肉溶接部の せ ん 断強度を 増 加 させ

る た め に は、角度の 大きい 方 の 溶接 ビードの の ど厚 を増

加 させ る こ とや 理 想的 に は 隅 肉 溶 接 部 の 合 計 の ど厚 を

ウ ェ ブ板厚以 上 とす る こ とが 有効で あ る と考 え られ る。

ま た．ト リッ ピ ン グブラ ケ ッ トを 取 り付け横倒れを防止

Water　

　船体隅 肉溶 接 部 の 静 的 強 度 に 関 す る研 究 の
一

環 と し

て 、隅肉溶接部 の 静的強度 （せ ん 断強度｝に及 ぼす傾斜角

度 の 影響、部分溶 込み 溶 接 の 効 果、ギャ ッ フ の 影 響 に つ

い て 検 討 した 。外 板 （板 厚 19mm ）、ウ ェ ブ （板厚 13mm ）

に KA32 鋼板 を 用 い手 溶接（溶接材料 B17 ）で 溶接 し、溶

接 金 属 の 純せ ん 断 試験片 と 継手 試験 片 を製作 し、室 温 で

せ ん 断試 験 を行 っ た。ま た、FEM 解析 も行 っ た。
そ の 結 果 、以 下 の こ と が 明 らか にな っ た。
1 ）直 角 継手 に 対 し て 角度一30D か ら＋ 30

°
の 範 囲で 傾斜

　 した隅肉溶接継手の 溶接線直角方向せ ん 断 強度は、ウ

　 ェ ブ が傾斜 した 影響を 受 け、極 端 な 場 合、両 側溶接さ

　 れ た 隅肉溶接継手の 純せ ん断強度の 約 112に な っ た。

2 ）傾 斜継手 の 角度の 大き い 方 の 溶接 ビー
ドに部分溶込

　 み 溶接を 行 っ た 場合 も含 め ．傾斜継手 で 溶接線直角方

　 向 に 負荷 された場合、溶接部の 合計 の ど厚 が ウ ェ ブ板

　 厚 よ り も小 さい 場合は負荷 と反対側 の 溶接 ビードで、

　 ま た、大 き い 場 合 は ウェ ブ 鋼板 で そ れ ぞ れ 破 断 した。

3）傾斜 した隅肉溶接部 の 溶接線直角方向負荷 に 対 して、

　傾斜角 15
°

程度（端部開 口 量 は 3．4mm ）ま で の せ ん 断

　強度は 、ギ ャ ッ プ の 無 い 場 合 と 同 程 度に な っ た 。
4 ）直角継手 の 隅肉溶接部 に ギャ ッ プが ある 場合、最小

　 の ど厚 で の 溶接線方向 せ ん 断強度は ギャ ッ プ量 に 拘

　 わ らず ギ ャ ッ プの 無 い 場 合 と 同程 度 で あ っ た が ．隅 肉

　 溶接部 の見 か け 上 の の ど厚で の 強度 で は、ギャ ッ プ量

　 の 増加 と と もに 低下 した。
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